
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 現状分析からみた課題の総括 

■施設整備の概況 

■既定関連計画からみた，現在の

認定こども園の対応状況 
■今後の主な検討課題の総括 

〇各園の立地環境に大きな問題点はみられない。 

〇各園の築年数には大きな違いがある。 

・「えたじま」は築３年，「のうみ」は築１年の新築 

 ・「おおがき」は築 39年の旧施設と築５年の増設棟合体 

 ・「みたか」は築 26年 

 ・「きりくし」は築 40年だが，近い将来新築予定 

〇耐震化は「きりくし」を除き対応済みである。 

〇木造は無く，構造的に顕著な問題はみられず，各園とも

随時補修，改修等を行っている。 

 

 

 

 

 

 

■利用の概況 

〇各園の近年の利用状況は以下のとおりである。 

 ・「えたじま」：概ね横這い（現在 150人程度） 

 ・「きりくし」：概ね横這い（現在 25人程度） 

 ・「のうみ」：やや減少気味（現在 120人程度） 

 ・「みたか」：減少傾向（現在 20人強） 

 ・「おおがき」：減少傾向（現在 100人強） 

〇定員からみると，利用者は５園ともに下回っており，５

園全体の入園率（園児数/定員）は約 74％となっている。 

〇特別な配慮が必要な子どもや，外国人の子どもの入園は

若干みられる。 

 

 

 

 ■運営の概況 

〇子どもの保育に関する既定の計

画は，ほぼ予定どおり進められて

いる。 

〇11 か所あった保育園は，５か所

の認定こども園に再編された。 

〇再編によって，公共施設等総合管

理計画で目標とされている延べ

床面積の削減について，約 14％

の削減効果を生んでいる。 

〇その他，子どもの保育に関する対

応として，次の施設及び事業が整

備された。 

 ・保育施設給食センター 

(平成 27年(2015年)) 

 ・子育て世代包括支援センター 

  (平成 31年(2019年)) 

 ・病児・病後児保育事業 

  （令和元年(2019年)） 

・ファミリーサポートセンター 

  (令和３年(2021年)) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■将来の子どもの人口推計と現 

  行施設の収容力の過不足状況 

〇各園の区割り内子ども人口の現

況と将来は，次のとおりである。

（令和３年（2021年）⇒ 

令和 13年（2031年）） 

 ・「えたじま」：204人⇒125 人 

 ・「きりくし」：39人⇒23 人 

 ・「のうみ」：168人⇒138 人 

 ・「みたか」：29人⇒24人 

 ・「おおがき」：139人⇒99人 

〇この子ども人口に対し，認定こど

も園への入園率は，５園によって

違いはあるものの，概ね 70％前

後となっている。 

〇現在の定員からみて，全ての園で

定員より大きく下回ることが想

定され，市全体では令和８年

（2026 年）に 260 人程度，令和

13年（2031年）に 300人程度の

定員過剰となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■職員及び保護者からの主な問題点等（ヒアリングより） 

【職員】 

＜施設面＞ 

〇コロナ禍のこともあり，子ど 

もの密を避け，より適切な保育

を行うため，異年齢児のクラス

を分けるなど，保育室が不足し

ている園もある。 

＜保育面＞ 

 〇それぞれの子どもによりきめ

細かく対応し，保育の質を高め

るには，職員数が不足気味とい

う声がある。 

 〇そのため，職員の研修等の時間

を確保するのが厳しい状況に

ある。 

 

 

 

 

【保護者】 

＜施設面＞ 

〇駐車場が使いづらい。 

＜保育面＞ 

 〇連絡帳が無くなったので，子ど

もの様子が分かりにくくなり，

保育士とのコミュニケーショ

ンも不足気味となっている。 

 〇給食には手作りメニューや主

食の提供があれば，望ましい。 

 〇子どもの様子のビデオ配信や

園のＨＰがあれば，園の方針等

も分かりやすい。 

 

 

 

 

 

 

【施設整備に関して】 

＜基本的視点＞ 

〇５園それぞれに築年数も違い，新築移転が予定されている園

もあり，今後の対応の仕方が異なってくるが，長寿命化の視

点も踏まえ，長期的なスパンでの整備の考え方を明らかにし

ておく必要がある。 

＜５園別の整備の考え方＞ 

〇それを踏まえた上で，５園別の今後の整備のあり方として，

次の視点からの考え方を明らかにする必要がある。 

 ・「えたじま」と「のうみ」は，現在問題になっている箇所に

ついての整備の考え方 

 ・「みたか」は，当面現施設を利用するという前提に立った，

今後の整備の考え方 

 ・「おおがき」については，旧施設（保育棟）を中心にした，

今後の整備の考え方 

 ・「きりくし」は，令和５年度（2023年度）中の新築移転を前

提にした，当面対応すべき整備の考え方 

＜保育室の拡大の必要性の有無＞ 

〇今後の子ども人口の減少を踏まえると，保育室の拡大の必要 

性は無く，むしろ“空き保育室”になってくるスペースの有 

効利用を検討すべきである。 

 

【保育のあり方に関して】 

＜保育内容について＞ 

〇現在５園がそれぞれテーマを持って取り組んでおり，現状の

活動をさらに充実していくことが基本となる。 

〇ただし，保護者から要望が多い次のような項目について，認

定こども園としての運営のあり方等を検討する必要がある。 

 ・給食サービス（手作りメニューや主食の提供等） 

 ・延長保育の申込システム（事前申込制度） 

 ・園ごとのＨＰやイベント時の映像配信 

 ・定期的な園と保護者との懇談会等 

・登園・降園の時間の遵守やルールの明確化    等 

＜職員体制や運営方法のあり方＞ 

 ・職員体制は基準に沿った配置が原則であるが，「用務員」的

スタッフの配置を要望する声がある。 

 ・市の財政のことも踏まえ，認定こども園の運営方法として，

公営・民営のプラス・マイナスを検討しておく必要がある。 

 

 

 

 

 

〇職員は総数が 81 人で，正規職員と会計年度任用職員が

半々程度となっている。 

〇会計年度任用職員は，「フルタイム」「パートタイム」「保

育補助員」から構成されており，37人中「フルタイム」

が 25人となっている。 

〇認定こども園の運営費は，令和２年度でみると約５億円

程度かかっており，そのうち，市の負担分は４億円強と

なっている。 

 

 

 

 

 

資料２-２ 
 

※ 基礎資料からの抜粋 


